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読み継がれてきた珠玉の名作が 

ユニバーサルデザイン仕様の大活字本で復活しました。 

総ルビのため、小さなお子様から、日本語学習の多読テキストにも最適です 

これだけは、 
読んでおきたい！ 

宮沢 

賢治 

全7巻 

芥川 
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全7巻 
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書名 ISBN

宮沢賢治 KP00045525 三和書籍 201910 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

銀河鉄道の夜 9784862513816

宮沢賢治 KP00045527 三和書籍 201911 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

セロ弾きのゴーシュ 9784862513823

宮沢賢治 KP00045528 三和書籍 201912 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

風の又三郎 9784862513854

宮沢賢治 KP00045531 三和書籍 202001 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

注文の多い料理店 9784862513830

宮沢賢治 KP00045532 三和書籍 202002 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

十力の金剛石 9784862513977

宮沢賢治 KP00045534 三和書籍 202003 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

雨ニモマケズ 9784862513847

宮沢賢治 KP00045535 三和書籍 202004 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

春と修羅 9784862513861

芥川龍之介 KP00045537 三和書籍 202007 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

蜘蛛の糸 9784862514004

芥川龍之介 KP00045539 三和書籍 202008 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

蜜柑 9784862514011

芥川龍之介 KP00045540 三和書籍 202009 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

羅生門 9784862514028

芥川龍之介 KP00045543 三和書籍 202010 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

鼻 9784862514035

芥川龍之介 KP00045545 三和書籍 202011 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

杜子春 9784862514042

芥川龍之介 KP00045547 三和書籍 202012 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

河童 9784862514059

芥川龍之介 KP00045549 三和書籍 202101 PDF ¥9,625 ¥12,034 ¥14,432

舞踏会 9784862514066

「杜子春」「侏儒の言葉」「アグニの神」「南京の基督」の4作を大活字、読み仮名付きで収載。「杜子春」は中国古

典を題材にした、子供から大人まで親しまれている名作。「侏儒の言葉」は随筆・警句集である。ほとんどが小文で

あるため、内容も理解し易く読み進められる。「アグニの神」はヒンズー教、「南京の基督」はキリスト教を題材にした

作品である。

「河童」「桃太郎」「猿蟹合戦」「かちかち山」「犬と笛」「仙人」「三つの宝」「貉」の8作を大活字、読み仮名付きで

収載している。「河童」は芥川龍之介の晩年に書かれた小説。人間の世界と河童の国を描くことで当時の人間社

会を風刺した作品。「桃太郎」「猿蟹合戦」は、誰もが知っているお伽話のその後を芥川流に描いている。他ファンタ

ジー的な作品もあり、多彩な作品が揃っている。

「舞踏会」「蜃気楼」「奉教人の死」「素戔嗚尊」「或る阿呆の一生」の5作を大活字、読み仮名付きで収載してい

る。「舞踏会」は芥川中期に書かれた短編小説。鹿鳴館を舞台にした淡い恋の物語。「蜃気楼」は晩年の短編小

説。湘南鵠沼を舞台に、ある平凡な一日の様子を淡々と描いている。「或る阿呆の一生」は、芥川自殺後に見つ

かった作品。他作品も宗教や神話を題材にした多岐に渡る作品が揃っている。

「銀河鉄道の夜」「グスコーブドリの伝記」の2作を大活字、読み仮名付きで収載。「銀河鉄道の夜」は、孤独な少

年ジョバンニが、友人のカムパネルラと銀河鉄道の旅をする物語で、宮沢賢治の代表作のひとつです。「グスコーブド

リの伝記」も代表的な作品で、生前発表された数少ない童話のひとつでもあります。

「セロ弾きのゴーシュ」「よだかの星」「水仙月の四日」「鹿踊りのはじまり」「ガドルフの百合」「かしわばやしの夜」の6作

を大活字、読み仮名付きで収載。「セロ弾きのゴーシュ」「よだかの星」は最も有名で、愛され続けている作品。「水

仙月の四日」は春先の吹雪がモチーフ。岩手県に伝わる「鹿踊り」をモチーフにした「鹿踊りのはじまり」。「ガドルフの

百合」は、賢治の自伝風作品。「かしわばやしの夜」は、木が歌い出す、不思議なファンタジーの世界。

「風の又三郎」「楢ノ木大学士の野宿」「種山ヶ原」「いちょうの実」の4作を大活字、読み仮名付きで収載。「風の又三郎」は、不

思議な転校生が地元の子供たちと交流していく様子を描いている。「楢ノ木大学士の野宿」は、野宿した宝石学者が、まわりの

岩頸（がんけい）や鉱石たちが言い合いをする夢を見る話。「種山ヶ原」は、賢治のお気に入りの場所のひとつで、数々の作品の

舞台となっている。「いちょうの実」は、いちょうの木と実を親子に見立てた旅立ちの物語。

「注文の多い料理店」「ポラーノの広場」「オツベルと象」「ビジテリアン大祭」「ひのきとひなげし」の5作を大活字、読み仮名付きで

収載。「注文の多い料理店」は、賢治の代表作。「ポラーノの広場」は、少年たちが理想の広場を実現するまでを描いた作品。

「オツベルと象」は、数少ない生前発表童話の一つ。「ビジテリアン大祭」は、菜食主義に対する偏見や誤解を宗教になぞらえた童

話。「ひのきとひなげし」は、ひなげしたちの願いにつけこむ悪魔とひなげしたちを守ろうとするひのきの物語。

「十力の金剛石（虹の絵具皿）」「めくらぶどうと虹」「烏の北斗七星」「双子の星」「猫の事務所」「やまなし」「気のいい火

山弾」「雪渡り」「カイロ団長」の9作を大活字、読み仮名付きで収載。「十力の金剛石（虹の絵具皿）」の「十力」とは？

「金剛石」とは何か？　「烏の北斗七星」とは何？　など、タイトルから不思議なファンタジーでありながら、「烏の北斗七星」

は戦争問題、「猫の事務所」は「いじめ」などが描かれ、内容は現代にも通じる考えさせられる内容となっている。

「雨ニモマケズ」「どんぐりと山猫」「虔十公園林」「なめとこ山の熊」「イギリス海岸」「フランドン農学校の豚」「耕耘部の

時計」「農民芸術概論綱要」「貝の火」「ざしき童子のはなし」の10作を大活字、読み仮名付きで収載。「雨ニモマ

ケズ」は、賢治の代表作のひとつである。「雨ニモマケズ　風ニモマケズ」のフレーズは有名で広く知られている。他の作

品もファンタジーの中に賢治の思いが詰まった作品となっている。

「春と修羅」「星めぐりの歌」の2作を大活字、読み仮名付きで収載。「春と修羅」は、賢治の生前に唯一刊行された

詩集として知られている。詩の多くは「心象スケッチ」という賢治が名付けた手法により書かれ、彼自身の内面を映し

出した表現が独特な文章で綴られている。「星めぐりの歌」は、賢治作詞作曲の歌で「双子の星」「銀河鉄道の夜」

に登場している。

「蜘蛛の糸」「神神の微笑」「酒虫」「夢」「妖婆」「追憶」「魔術」の７篇を大活字、読み仮名付きで収載していま

す。国語の教材としても有名な「蜘蛛の糸」をはじめ、切支丹物のひとつである「神神の微笑」、中国の短編集に登

場する「酒虫」など、夢幻譚や現代的なミステリーの味わいも備えた魅力的な１冊です。

「蜜柑」「トロッコ」「あばばばば」「少年」「葱」「玄鶴山房」「影」「片恋」「ひょっとこ」の9作を大活字、読み仮名付き

で収載。「蜜柑」は、横須賀線を利用していた芥川の体験をもとに描いている。「トロッコ」は、少年が大人の世界を

垣間見る体験を綴った短編小説である。他にも実生活を取材した私小説など、多岐に渡る作品が揃っている。
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「羅生門」「藪の中」「地獄変」「邪宗門」の4作を大活字、読み仮名付きで収載。「羅生門」は、生きるための悪と

いう人間のエゴイズムを克明に描き出した小説。「藪の中」は、今昔物語を下敷きにした短編小説。「地獄変」は説

話集『宇治拾遺物語』の「絵仏師良秀」を基に、芥川が独自に創作した短編小説。「邪宗門」は「地獄変」に登場

する大殿様の息子、若殿様が主人公である。

「鼻」「芋粥」「或る日の大石内蔵助」「枯野抄」「戯作三昧」「鼠小僧次郎吉」「おぎん」の7作を大活字、読み仮

名付きで収載。「鼻」は、「人の幸福をねたみ、不幸を笑う」と言う人間の心理を捉えた作品。「芋粥」は、「鼻」と並

ぶ古典翻案ものの一つと位置付けられている。「枯野抄」は、松尾芭蕉の死に際に弟子たちは何を思うのか。弟子

たちの心持ちを細かに巧みに描いている。


